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1750万へクタール，このうち森林街積が900方ヘクタール

？全国土の51%をr1'iめ，農用地方：670万へク々ールで38%

（うち耕作地雨積は211方5000ヘクタールで12.1%）を占

めていることになりているのに対して. --n11・ff(l9日午3
Jての農・:r有の資事いll1tlleti11d,・ la Statisti,;11<' l't d山

Etud凸 agricoles,lere Ann佐久 No.:~, p. 50）によれば，

同土総面積は1810)J3500ヘケゲールとなっており，うち

ふ林面積＇：： 11J耕地i市械はそれそれ l)()5万1700、クタ－＇し

（全十ーの49.90%）と669万8300ヘクタール（37.00%）と

な.＇ているのであるわ後者のうち 1963年度の耕作而積は

'.?05万OH川ヘクタール（全土のil：；υら）と ：，：i Lている F

らにFAOの資料 (I’rnd11ctio11Yl'a rbook 1.9611）などでは

l週土面積は1725万ヘケヤールとな叶ており， うち耕作地

ii耳積に J 川、ごは250)j ，ケタール（国土師掛川約14号，；，) 

J推定三れずいるのでt勺る。

ところが，今回発表された新統計によれば，この問題

に関する数1rITは第2交のごとくつζされており．国土総［仏

演が1811!1沿 59ヘケドールとわずかながt,1,先の農業密

資料と相違のあるのをはじめ，耕作地面積が 293万8131

ず＼クタール 4、と大幅にif)加されてL、るな !:1. 十べてのrfi

11につ1，＇てこれまでヅ）数値と 11十日行の差が見ハれる。

自信2表 カンボシアにおける土地利用

（単位：ベクターι）

｜図 積 ｜百分北側

森林 j世 街
耕作 .Ii~. 1可積
非耕作 J也l爾穣

合 計

13,372,48時
2,938、J:ll 
1,8αト＇.M2

18,111,559 

(tHJ'析） . ¥KP, No. 4917よ t;/'i'l1¥:.0 

7ヨ.83
I “.22 
付 95

100 .00 

今後は，この新数値がすべての問題を検討する際の主主

礎資料となることは，寸でに述rとそとお IJである。

2. 森林面議

森林はカンボジアにおける天然資源の最も大なるもの

であるが、ねi統，汁では土の森林市積としでi:n7万248β〈

7ケ－ IL U、う数1111が与えふれていることはすで1:1,/ 

た。ところでごく最近までカシボジアの森林面積は（さ

きに見fてように90万ヘクタールとしてし、る資料も若干あ

るが）， 111林l,;jによってHO万ヘケケールと推定きれ発表予

れてきたのであるが，今回の調査によりそれが約40.2%

の過少評価であったことが判明したわけである。し、まこ

れら新旧阿資料をIt記してみると第3去のことくであ

り，これによれば両資料の差，つまり今回大幅に改訂さ

れたのは保存林の面積についてよりもむしろ主として保

護林の而積につL、ての評価ぞあったことがわかる。

第3褒 カンボジアの森林間積

( JjJ j.'1会ヘクタ－ ,,) 

ILG 積
新 統 I Fl 統

I'{ （（ 林 I荷役 l3弔%4,048 3,783,73H 

｛玖 ，.rlj_*" 面積 9,41K,438 4,21昔、21i2

｛、I 13,372,486 8,000,000 

(!ii fリ；） 新統，，li.iAKI＇. メ’0.4917, p. 8. 

｜円統計は Directiondes Eaux et Forets発霊長

(L963けの LaFor.:t Ca川 bodgiendans l’＇Econo“ 

Ill i，’ du Paもや pp. 1 ～2. 

なおここに保存林というのは，森林面積のうち永久に

森林として残される部分であり，一方保護林とは現窓木

の繁茂している土地であるが，人口が多〈なった際は農

業生産のために利用されるべく，国家によって保護され

ている地域を指している。カンボジアでは森林はすべて

国有であるが，その森林行政をみると，現在もなおフラ

ンス式森林行政を継承しており，そこでは森林の生産高

についてよりも，むしろその保護の面にカ点をおいた政

策が採られているのが大きな特徴であろう。したが／〉て

林業開発はこの同にとって今後の大きな課題である。

3. 耕作地面積

箔 iklま耕作地，非耕作地LfLJ積に関して新たに発表さ

れた統日n-の詳細である。ヤまこの第4友によれば，航空

写真から計算された米作可耕面積は 249万2736ヘクター

ル止な J ており， Lたが.，亡［，，］持期 (l958年）のものと

して従来発表されてし、た！日 ）jへク々ールという数字は

約：38.6o/oの過少評価であったことがわかる。

なおうこの 153万ヘクヲールという数字は村務？引，）者

(Amorites-Khumlの報告を基礎として出された数字で

あり，それはいわゆる課税可能水田（rizieresimposables) 

而積マあった したがって‘ 1958年当時カンボゾア全体

で地HU，：－免かれたヰ：作地方2約80万ヘケケールなU、L90万

ヘクゲール存在したことになろう。

一方‘濯j使施設の不備から，一毛作を基本形態とする

カ〆ボゾアでの米作可耕H面積（約249万3000へクヲーノレ）

中には， (1）雨期のみに耕作される米作地，（2）乾期のみに

耕作される米作地，（3）道路，土手，日陰地，薮林などお

よび米作可耕地のうちの非耕作部分から成る非米作地，

の3'frが含まれているわけであるが，問題の1958年に実

ラI



Ⅱ　農家戸数と経営規模
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i符に耕作された米作地面積としては， l・_(i['.：，者の合計249

)j:J（）（）（）ヘクタールより（2)(3）の｛，pI C全ft、の16%に達する

と推定されているc そのう九（2ぱ，：2.s':・o、約6万ヘクター

，し J壬占める）を除いた面和，すなわん大約209万8000ヘ

クター／レで、あったとするのが最も確実であると考えられ

るのかくして，新統計ではこの数値（209778000ヘク与ー

ル〕が基準値（すなわち1958/59年度の米作市積）として

採用されたのであった（後掲第9表参照〉。

たお今回の発表には同年の全国排他山利用状況が概数

で；）くされているが，これにとると 1'7J{j'c／川、作地面積とし

て；士、光の数値に（2）乾期回の市消約67iヘケタールを加え

た数値に等しい215万8（泊。、ワザール i全耕地の70.肝心

がtrじれているようである C;i"; ＂去 .i 主f三米作以外の耕

鱗5表 カンボジアにおける全耕地の利用状況概数

〔1958年） （単f玩：へク夕一ノ1ν

I ｜百分lt 
区分 1 I目i積 l〔%）

t、作；也＇ 2ヲ158，（削I10.s 
} i也の 1年 生 作 物 tl,'¥ J世 2:io，α泊！ 7.5 
tu土地および多年生計物心庶民 !iO，α同1 2.0 

コム栽士【； J也 40,0伺I 1.3 
仇畑耕 fl Jil,. 116,0001 3.8 
¥If 作 放 1・ jill 446,0001 14.6 

合－－－ al 川 0,oooj 100 , 0 

（問所） AKI', No. 4917, p. 10より作成。
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jiJ[i¥1f11Wiこ・＇) ＇，、亡ヤえ If，その他J)1 '1-'Lfr物純情!hi績

が約2::;Jヘワザール（全耕地の7らうら）、＊樹栽J:11・地お

上び多年生作物栽培地の合計が約6万ヘケヲ －！レ（全耕

地の三%入ゴム栽培地が約4万ヘケ γ－Iレ（全耕地の

1白：1%），焼畑耕作地が11万6000ヘクタール（全耕地の

九.8%）と推定され，耕作放棄地面積が44万6000ヘクター

ル（全耕地の14,6%〕となっている。以上を合計すれば

305ガヘクタールに達する。

II 農家戸数と経常規模

お li尺尽力年二十函では，カンボジアのI%Mf.における

総人II( 同＇.JfiSO万人と推定されてL、たr ーか， 1%2年に行

なわれた人II誠査では同年のカン，ドンアの人口は574万

人であり，年間人口増加率を 2.7%とみなせば， 1964年

におけるカンボジアの総人口は 605]i4000人ということ

になる。したがって，第 1次 5カ年計画における推定は

約10%の過少評価であったことが判明する。

t ι 三れから逆算すれば， 1958年のカシポゾアの入

11 It fi＇.＇.日万 7附（）人であり，農業人liを総人flの76うもと推

定すれば、勺II寺のカンボジアの農業人口は 401万柿伺人

であ ，！こtのど考えられる。つぎに、民’i,l 戸、＇~たりの

人ilを：， I人と推定すると，当待のカンボジアの農家数

は78:万80伺戸であったことになろう（同様の基準に基〆1

いで計算すると， 1964年のカンボジアの農業人口は約460

万1000人，農家数は約90万2000戸と推定される）。

さむにここで，農家 1戸当たりの経営規模を検討して

みると，カンボジアにおける1958年の全耕地箇積は前述

の二土く＇.-105万ヘクタールであるt これを全農家数78万

州、。了iで除すE，結局農家1戸当たりの平均経常耕地調

碕として；1,870ヘク苧ールという数値が出てくろ

従来かん．カンボジアにおいては農家に上る小規模経

必が一般的であることがu、われてさたが，今次の発表に

は3.87へクタールという平均経営面積を掲げるのみで，

こうした農家間の規模別構成の点についてはなんら触れ

られていない。そこで参考のために手許のー，二の資料

によりこの点、を少し補ってみたいと思う。

tずJ:巳1":有資料を見ると，この点につし、て， 1961/62年

皮に行な，；たサンフツレ調査の結果に主主4 5，， 、たものとし

て，：f'i(i交のごとく示されているJ とれによる E所有原

被 5ヘケタール以下の農家が圧倒的tこ多rことがわかる

（全災家数の品:i.6%を占める〕が， i可資料によると農家

当たりの平均所有面積は2目93ヘクターノレ，平均耕作面積

は2.45ヘクタールとされている。



Ⅲ　米作に関する新統計
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寸－1ιわち以下のごとくで止、ζy

tず第 1[!c!]は 1954/55Jtl主cふ ＇！こ このffはYI工つ

c'J fトとい年で，カンポジ （i tlk］内食j'／，；，＇；＼＇，要最をもみたす

ことが不可能となった。しかし !'JiJ{jJ支tでの貯蔵米によ

づて部分的にl週内需要量をと光)l!.ナることができた。

21支[1のお1ばつは 1958/59{f，皮で，この時はそれほと

ひどいものではなかったが，やはり収機長に若干の減少

が見られた。

ltz f全に， 1961/62年度 lI ＇に恒三 ，（~1'1 ン何の大洪水

山fこ内に生産量は大約w•；：.パFレ L f二，n-cあった。

年間生産量

作；l度（カンボジア31米殺f↓：／（UJc, JJより翌年4JJ末

tで）の籾生産量は雨期、 i：吃｝もIJ♂l21，，凶作付分から全体

的に集計されるが，その数値は毎年実施される試験的調

査によって得られた各作付分の収量から計算される。

なお年間生産量につU、て，今凶訂正された数値と第 I

i欠5カ年，i+l語に示されたそれとの相違を見ると，大約以

卜白のとおりである。すなわちまず 1952/5:3{f.J支につL、て

みる二， 5力if'-,j-j-j画iで確rとミtL／ゾi庁回としては 140Jj 

71)1)（）トンであヮたのに対 Lぐ，じにバミ ；！ l/二生産量引土162

!}7()1)（）トンとなっており T 1'ilir可が山りト Jの過少，i千個lで、

ソ〕 i／こ。，，~様に 1957/58 q,1t;t ;JにJ ル、【ごも 5カ年五i幽の

rn8JJ2000卜〉に対して新統計では二IJ万;1()(Xlトンとな－，

ており， fj[ji号カ：74;j1000 トンの過少1；干佃iであったυ そし

て最後に 5力j札i十酬の最終年次たる 1963/64年度分につ

いてみると，，H・酬のH標生産量は 180万．トンとなってし、

るが，新統，；Iーには1,¥1二度生産量tとして 276;iトンという

数値が掲げられてし、る（し／こが Jて、 i也の諸要素を徐き

こ，／）数値のみに関するカ i さ；）て；工、一｝でに生産主主は，i+l/l!i

,;i 11 f担額を96万トン f:lrr[1）守 l:,:l. ;;oふの実績をあげてし、

〈〉ここになろう〕。

，，；：生産指数

最も正確を期するために， 1949/50年度から1958/59今

度に至るまでの10年聞の籾生産量の平均値を 100とする

と，籾生産量指数は1952/53年度の91.7から 1957/58年度

には119.7へと上昇し，さらに1959/60年度には131.6へ，

l川；JJり4年度には155.9とな pfご士どがj、かる。

人 n
人11についての数値付 19fi2；ドにir :,: 1 ,;11,t:二人口調査の

fr，＇；来を基準と L，これi二"I11:1人ll)'i//Jiけを 2.7%として

，；＼持して得られた数値Cある

(XI 食n1m -~k 
l人iII ：＇.；たり食悩消費拡は 1949/5（）年W:J、米』j~tに

田町一一一－~~資 料 門 戸 閉 竺 竺 ー ”

4、:400クノムと定められており，こjl, i土籾624グ7ムに粉

、＇i:I<,' kた年間消費量に直すと 1人：立たりれ［ 228キロ

ケごyムと伐と与」ただ， -4'-ばつによ pて持 L¥. －~，，：機長；の減

少を lふf二I＇日4/55年度についてのみは例外的に l人当た

り＂'F間消費鍾；を籾225キログラムと悠定した。

（引）輸出鉱

輸出j訟の数値は籾表示として与えられてu、るυ すなわ

九各年間に輸出された米，砕米および粉の全体数量に基

パラ・，ヂび）子t,H・数値を1.56約して得人れたt，のひあるの

{I同 f,ft_ __:_f-

w ｛山it；主はヘクタール：'jたり計｛｝キ＂ケニシム tr基準とし

二れに，11主二との耕作i針積を考慮しご算定され／こ。

11r1 し業別および家畜飼料用出fi:

第9'jj徒に掲げられている数値は予備的な推定値にすぎ

f，これまで当問題についてはなんらの研究がなされて

L、なし、。工業用消費量は各年間のアルコール製造量に基

ついて計算された。

(I油 収機/l寺および貯蔵時のJ員粍

これ「2ゾJfH耗は非常に重要なものじあ I), ＇.／閥生産総

：，：の約10りのにものぼっている。機械化が推進されてヤる

よ地域－c：士、この損耗量は15%.ili:くに U土Lて、、るυ

0:1 l!'i’様c~；の推移

1949年以来の15年間に，カンボジア凶内での籾の総貯

蔵単；は大約40万卜／ Cfn1たり 2万6仙0トン）に達して

いるはずである。これらのうちある部分は各年の食用消

策に使用され，また収穫時および貯蔵時の娘耗によって

尖われ，さらには工業用および雪反省飼料として消費され

ノシであろう

)"} l/1、：；； l)炎｝こ付された説明の大法；Cふと〉が，今回の

',/'; fi:内千五はこれまでにカンボシアで発表されたU、かなる

仁fl統，nに比しでも最も総合的であり ri手紺lである。人口

i削Jll"F’なと種々の推定基準もほぼこの同の実情に近いも

のと首肯しうる。しかも何よりも数値算定の基礎を航空

写真のごとき最も信頼するにif:.る科学的データの上にお

いている点で，今回の新統計はカンボジア農業に関する

資料撃部iiの上からはやはりーエポックを画したものとい

ミ乙であろう。

九.ts. 7 ，ンス植民地時代以後のこの同における米作

}Ii'.しいiをは仁灼とする農業統計の歴史を祁介した好文紋と

！に Jean!Iuel，“Documen1ation cl Stalistiques Ag 

ricoles au じambodge", .tl坦!I“lesdeんあιcultede 

1 >roil l'I d，’s Sci,'IICl'S Frnnu111iq11es de l'h110111-l’n1h, 
＼・ol.Ill, 19刷、 p]J.1日1～200をあげておくむ

ララ
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生産両に関する州 統 計 （単位： 1以JOI'/)
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Ⅳ　主要農産物に関する生産統計
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こでいま，，ii・両目標棋を新統l汁の値に波記してみよう（第

14表）。これによると両者聞の数値の差異はいっそう IYJ

らかである。たとえば，第 1次 5カ年計・函での農産物目

標生産額算定の基礎となった1958年度についてみれば、，

籾の74刀10刷トンを初め，赤トウモロコシの 1万1000ト

ン，落花生の2200トン，ヒ 7種の 1200トン，綿花の3削

トンと，従来の生産額数値はすべてかなりの過少評価で

あったことが判明するむ

にもかかわらず，新統，iiーによって1963/64年度の各種農

洋物の生産量を見れば，その過少評価に基づいて作成さ

れた,i十画最終年度(1964）生産目標額に達してし、る品種は

わずかに籾と甘蕉糖とヒマ種の 3品種にすぎないのであ

る。籾は2767iトンで目標額180万トンを96万トン上凶る

15:l. ：｛%の実績をあげ， 1甘蕉糖は40万8000トンで目標額6

Tiトンの6.8倍， ヒマ種は3（治0トンで目標額5削トンの 6

1，与の生産量をあげた。なおここでゴムの椀付而積につL、

て 言しておくと，5伺ヘケゲール以上の大フ。ランテーシ

ョンのゴム椴付l耐積の合；;Iーは， 1964年7月現在で4万6450

ヘケゲールで，H両日標而積5万ヘケゲールに達していな

いが，その他1ド小の国営・個人プランテーションを力IIえ

た1-:.カンボジアにおけるゴム植村耐積は， 1963年10月現

{I：て＇57f5:l:{2ヘクゲールに達しているとの報告があり，

(Ho Tong Peng，“Notes sur l'heveaculture au Cambo-

《lge，＇‘Bulletinde la Statistique et des Etudc’s agricoles, 

1在reAnnee, No. 3, Octobre-Novemhre-Decembre 196:{, 

]l. 27），これによるとゴムの組付面積はすでに日1，年， 5カ

q=.,;1-u耐の目標を達！戊していたことになる。したがって，

料一一·－，，，~~：”一一…………一一一……….，，，，，，.，，，，，，，＿.，，，，，，，，，，，，，，，，，.，，，，，，，，，，.，，，，，，，，.…一.，~＿，，，，，.，.，，，.………………一漫

はすべて従来過少評価であったことが知られる。ゴマは

としとしてメコン河流域に栽熊され， m、ゴマ，内ゴマ，茶

ゴマなどの種類があるコ

つぎに大豆の生産i最について。新！Hr，両資料開で1950/51

および1953/54の2年度分の数値がー致しており， 1949/

50, 1951/52, 1952/53および1958/59以降1962/63年度ま

での各年分がl~i統，H-の過少評価，それ以外の年度分が過

大評価であったことが判明する。カンボジアではこの大

Uは先述の紋烹とほぼlei］僚の条件によって4:Ui＼されてい

るが，輸出量が必ずしも安定せず， di況に1に：イiされてf1ご

付i耐積が一定してし、なヤ〈

さらに最後に格花生の生産主主についてー元fしておくと

上記新l~l両資料開で一致する数値を示してし、る年度はー．

つもなく， 1949/50および1951/52から 1960/61までの期

間はすべて旧統1汁の過少評価，－－－｝；］950/51, 1961/62, 

1962/63の 1カ年につU、ては過大評価であ， pたことが知

られる。務花生は河川沿岸地方の砂地， Kampot州、｜のi毎
日出｝し、の砂地， Kornpong-Cham州の紅1・地帯などをと1

産地としている。

第 1次5カ年，H・画における農業生産両

での成果

V 

以上の検,i,tから，これに関連してわれわれの注IIした

いのは，内［j掲のIll統日｜ーを基礎として第 1次 5カ年，;J-両で

の農産物生産H標額が定められたと L、うことごあり，し

かも本年がその最終年度に刀たるとし、う事尖であるコそ

1964if'. 
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このJムを加えれtt，さきの汁品種と合わせて 411111f主力：

5カ帆i十闘の目標微を達成したことになろう c

これに対して、 1也ι＇）品種，たとえば坊；ト！？モロ← I〆lt 

17万ト ／ :・,H画 II様制20万 7、／ ,fl85%, :> Cl.ートは2:10り

トンで目標額5000トンの46%，ヤシ糖は 4万トンで目標

額 6）｝ 印刷トンしつり1.5%, i存f七生は 7000トンでii；票告｛ j 

8000卜／の87.5',',

綿花につU、ては，，H随l期間中の 1960/61年度に5800トン

とい汁｝目標額にえ〆fき， :;11%1/62勾1支には 2万7500

トンと li傑額6()1)(1卜Lの4.58j，＇，：二達する凶器 f＼をあfrなが

ら，翌1962/63年度には2700トンへと極端に低下し，，ii酬

最終q・去とる 1%:)11,4年度比は給対3剖りト Lで討標悔の

58.3°・りに達したにす ＇：（なか〉にまた， Jーと－17）’・um
最；については今次の発表数字には含まれてなく不明であ

るが句 19時2年度がH；トンであ｝た実情かムみて，はたし

て計両II様額にl主しごし、るかどうか，ねなはだ疑r.:JU,l!.

わ;flるq

ともかく以上のような簡単な検討の結果からみても R

農産物］（）品種のろ丸 1十画目標ヨ産額に到達した品極が i

（コーにーをこれに含ませるとすると 5）であるのに対

して，目標額に到達しえなかった品種がトウモロコシ，

綿花なとの重要民昨物をふくむ什（あるL、は 5)i,',f,f( L 

あったこと，またその成果が，あるものは680%，あるも

のは46%と各品種間で臥端にアンバランスであることな

どが河i1・，れた。：.f;l J: 5カ｛f.,:Ii由lにおけふ民業生ff1i11ぐ

の成果は，かくして必ずしも良好であっ／ことはレし、がた

いであろう。

こ，／） l：うな結可＇. I士生んだiJ;,l!,Iとしてい ：！与水（1%]i(i:! 

年度〉など自然的≫＜：点もさ心 4とながら， J総統夢l'tJ<J.泡誌

の司、：-0111，農業技術改良化の遅滞，流通機構の不整備など

の諸点をあげることポでき上九従来政府にょっと様々

の施策が講じられてラたのではあるが，守、｛辻とも（1 ii監料

排水事業の促進による早．ばっ・水害の防止，栽培菌積の

拡大 三毛作のi尊人など， （＇.＇J,',

によ；~↓Jji乍法のtr汽泊hら多戸i的I王営の：卑人‘（3）施月ι病

虫害防止の管理，（4）農業の機械化促進，（日）新規開裂地の

造成および入植民1，~ ，、の各種補助，（6）流通機構の型空間；l

価格干；F町、などの諸点にお＇.・ごし、っそう山労力をなーすこ

とにより， イ lも恥く農業生産国での好成果をあげるよ

うJV]iii I.之いと三んケある｝
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しいi家財政を主える最も大きな柱である。その｛回溶性に

おいては種々の問題が存在するであろうが，従来（1959

{I l支Eで） ＇，（；｝之されてしるltl民所得J私立1こよれば， 1959

ij'.に終業は同i111J,I民総1,J洋の41%を山めていたのである

（第15表）。また人口比率でヤえば全人r.』の76%が農業人

I iでふることはすでに触れたとおりである。さ i' iここの

I kl o＞検出品は米，ゴム， トウモロコンを中心としぐほと

んど全部農産物によって占められている（第16表）。この

仁う；こ見てくると，工業化への種々の努力はな主jしてヤ

第15表 カンボジア J）凶内凶l（総生成7

C l.li!-'1. : 1956±／！－不変側絡による10倦 IJエノし）

! ! 19:54＞＼三 1959
' i 1に it,fす Jij三の

.195411955jl956'19571958J1959iる1959JJ升f守
（ ｜ ｜ ｜ ｜年の増｜の構
i I ' i減率げら）j成比

"{ (i.6 5.2 6.2 7.0 6.7 り冒1 8 41 
jj.，、業.H'.l.i業 0.1 0.3 0.1 0.1 0.1 0.1 19 1 
8煙山業（1)0.7 0.8 1.1 1.2, 1.2 1.2 6:{ 8 
雄投 0.4, 0. 3 0, 4 0. 5 0. 5 0. 5 17 3 

lllっ、，），＇， ?i 2. l l. 7 l . 8 2. 2 2. I 2. 9 :l8 20 
i , ulr • I司iリ； L .5 1.8 I 8 1.8 2今 02.1 42 14 
十一 l二ス 1.61.4 1.5 1.8 1.7 1.8 17 13 
1ば内総生援（2)13.0ll.512.814.514.314.7 13 100 

l1U (1)・,1,J; f合む

(2）給11,11に分散しているi逆輸JJ.fi{,lを店主r。
(11¥ifr) ECAFE, E，・onomicSurvey uf 11sia and 

Far East Iリ61，チ！UU72ベー〆

第16表 カンホジアの主要輸出品の数民と金額
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るもσll＇人 1r本的にはf¥/Jf'cll心ンボジアネぶれ上依然と L

てフラ〆スfi/r.民時代以来ゾ）輸出農産物のそノ：カルチュア

であることが理解できょう。

したがづて，一方でアメリカ援助を全面的に拒否（1963

年11月以降）し，他方で貿V1国営化（1964作；lJl 1日以

降〉お上ひ銀行国営化（l川4',-f.7月 1日rt降）を断行す

るなどして流通機構を整備統轄し，もって自力による悶

家経済のU、りそうの発肢を企図している殺近のカンボジ

アにと〆〉ては，その政策の財政的裏付けを期待しうる国

内でねとんど唯一のものである農業生産の発反こそは，

ますまオ涼む不可欠の長I兵事でなければfζ九なL、。きた

るべき第2次5カ年計閣においては，とくにこうした観

点からも，操業生産面での大幅な改斧，伸長が切望され

るわftてある

幸U、［これ瓜在のカン，fJ アには，近燐諸［i4fなわちラ

オスやi什＼トナムにおけるような内戦や政情不安に悩ま

されることもなく，今後も従来どおり，独立，統一を維持

竺”……H…山山，，，，，，，，，資 料剛一一一山山一”

1. t（が「2安定Lた〆アスーヲ lメihanりuk）政権の I;C、

対内的には「王制社会主義」を，国際関係においー亡は

「中立主義Jをその政策の軸としながら，平和な国家建

設の歩みを続けていくことができるであろう。

モうした国家建『，；＇,tを効果的に促進するための基礎作業

としては，何上りもまず正確な現状把握が前提εされる

わけであろうが，本稿に紹介した今回の農業新統計は従

来信頼性において種身問題のあったこの国の！日農業統計

内根本的改訂であわ，これに上.，て従来よりはい •J そ円

百確にこの留の農業の現実を把握することが可能にな， P

t.: iのと考えt，れるu したが〆 pてわれわれは，今後この

新統計を基礎として現実によく合致した農業政策の樹立

およびその好成果の成就をカンボジアの政府，農民に期

？トJることにしf二＼ 'c, 

（海外派遣員高Wt 保）
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